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＜今週のトピックス＞ 

テイクアウト用の箱で大富豪 

 アメリカで、新型コロナウィルス（COVID-19）の感染者第一号が出て、一年が経ちま

した。人々の価値観、生活様式、社会の仕組みなど世の中の多くのものが変化してきま

した。また、その変化のスピードが速かった国の一つがアメリカかもしれません。 

  

当たり前のことですが、美味しいレストランの料理を食べるには、インドアダイニン

グ、アウトドアダイニング、テイクアウト、そしてデリバリーの方法があります。         

COVID-19 の感染拡大の防止を目的とした、インドアダイニングの禁止（州によって

はアウトドアダイニングも禁止）により、レストラン業界の経営は、厳しい状況に追い

込まれてきました。生き残りをかけて、テイクアウトあるいはデリバリーに活路を見出

すレストランが増えています。 

ファーストフード店や中華料理屋、ラー

メン屋だけでなく、高級ステーキレストラ

ン、高級なお寿司屋、ミシュランで三ッ星

を取るような世界的に有名な高級レストラ

ンまで、テイクアウト・デリバリーを開始

しており、今やテイクアウトをやっていな

いお店を探すこと自体が難しいのではない

でしょうか。考え方を変えれば、予約困難

なお店の料理を自宅でも気軽に味わえるよ

うな世の中になったとも言えます。 

 

 今日、取り上げるのは、「テイクアウト用の箱」についての話題です。 

 レストランのシェフやオーナーは、COVID-19 の感染拡大の長期化を受け、インド

ア・アウトドアダイニングの需要は減少するという予想から、よりクオリティの高い箱

へ投資することを考えているようです。 
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 高級レストランの多くは、最近まで料理のテイクアウトには、対応していませんでし

た。そのため、家に到着するまでロブスターやお寿司を最高の状態に保つ方法を大急ぎ

で研究しているところです。 

 

 ニューヨークの高級和食店の例をご紹介しま

す。普段は、お寿司のネタの上にキャビアが乗っ

ている 1 人 150 ドルのコース料理を提供している

ようなお店です。 

テイクアウトでも、握り一貫 10 ドル程度、巻

物一本で 20 ドル以上、鉄火丼で 78 ドル、お任せ

セットで 120 ドルもするような価格帯ですが、お

客さんがその値段に納得するように、料理を包む

方法を見つけることが課題だったようです。 

 握りを入れる容器は、まるで高価な靴やバッグ

に使うような包装デザインで、店の入り口の壁画

にあるような芸術的な魚の絵をあしらっていま

す。こだわり抜いた、オリジナルの持ち帰り容器

を作るのに、7 万ドルを費やしたようです。 

お客さんの間でこのパッケージは、好評を博

し、ソーシャルメディア（SNS）でも写真が次々

と投稿されていました。 

 

また、あるステーキレストランの例ですが、フレンチフライ付きのステーキを持ち帰

り用に販売できないことが大きな不満の種だと、総料理長は言っています。 

そして、「蒸されて湿っぽくならず、揚げた

てのカリッとした状態をキープできるテイク

アウト用の箱を考案すれば、きっと大富豪に

なれる」とも言っています。 

しけったフレンチフライだと、ステーキが

台無しになるのでしょう。 

カリカリのフレンチフライを自宅までお届

けできるような持ち帰り容器を作ることがで

きれば、このテイクアウトブームのなかで、

画期的な発明になることは間違いなさそうで

す。 

 

 さて、アメリカの持ち帰り容器と言えば、映画やドラマに度々登場する中華料理用の

四角い箱ではないでしょうか。この四角い箱ですが、1984 年に、日本のオリガミにヒン
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トを得て、作られたようです。当時は、生ガキを持ち運ぶた

めの容器として使われていました。食べ物が漏れることな

く、使い捨てができ、そこまで高くないことが評価され、こ

の容器は、中華料理屋のテイクアウトビジネスの躍進ととも

に大ヒットしました。Dunkin’ Donuts のコーヒー容器を再

設計したある人物は、「日本のオリガミが、本当にクールな

持ち運び装置（容器）をもたらした」と高く評価したようで

す。今では、日常的に目にするこの四角い箱ですが、まさに

ロングセラーのテイクアウト用の箱と言えるでしょう。 

 

アメリカのレストランで飲食をしていると、料理のボリュームが多く、食べきれない

ときが多々あります。その場合、To Go Box を頼むのですが、一昔前は、これを Doggy 

Bag（ドギーバッグ）と言っていたようです。家に持ち帰って「犬のエサにする」という

意味です。犬のエサにするという名目で持ち帰った食べ物ですので、何かあっても自己

責任ですよというメッセージにもなっています

（実際に、人間が食べて、食中毒になってもレ

ストラン側は責任を負わないという意味で。犬

だったら何かあっても問題がないのかという疑

問は残りますが）。食品ロス問題を考えると、

この Doggy Bag の文化は、もう少し日本でも

浸透しても良いと思います。 

 

 たかが箱、されど箱。時代によって生み出される箱が、また新たな世の中の変化を生

み出すことになるのかもしれません。 

 

（出所：Wall Street Journal, New York Times, Kissaki, Boeufhaus, 

Smithsonian Magazine） 
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